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夜間の操法訓練

勉強会の様子

　

総
務
常
任
委
員
会
報
告

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
所
管
事

業
調
査
・
管
内
視
察
12
カ
所
・
飛

騨
市
消
防
団
幹
部
と
の
意
見
交
換

社
会
福
祉
協
議
会
の
担
当
者
及
び

結
婚
相
談
事
業
相
談
員
と
の
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

◇�

飛
騨
地
鶏
牧
場
は
障
が
い
者
雇

用
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

り
整
備
等
支
援
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

◇�

坂
巻
公
園
野
球
場
に
つ
い
て
は

早
急
に
修
繕
等
対
策
の
必
要
が

あ
る
。

◇�

神
岡
町
東
生
涯
学
習
館
と
山
田

生
涯
学
習
館
は
耐
震
改
修
し
な

け
れ
ば
使
用
で
き
な
い
施
設
で

あ
り
、
中
に
あ
る
民
具
は
デ
ー

タ
化
し
売
却
も
含
め
整
理
す
る

方
向
で
進
め
る
こ
と
、
市
有
建

物
の
全
体
構
想
を
作
り
順
番
に

取
り
壊
し
て
整
理
さ
れ
た
い
。

◇�

宮
川
町
防
災
備
蓄
倉
庫
の
備
蓄

数
量
が
少
な
い
た
め
、
各
家
庭

で
の
備
蓄
を
３
日
分
確
保
す
る

よ
う
広
報
周
知
す
る
よ
う
提
案

し
た
。

致
し
た
。

　

次
に
３
月
定
例
会
で
総
務
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
８
案
件
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◎�

議
案
第
16
、17
、22
号
は
消
費
税

率
等
の
引
き
上
げ
に
伴
う
も
の

で
賛
成
多
数
で
可
決
。

◎�

議
案
第
18
号
は
飛
騨
市
職
員
の

給
与
を
改
定
す
る
も
の
で
人
事

院
勧
告
に
準
じ
改
正
す
る
も
の

で
全
会
一
致
で
可
決
。

◎�

議
案
第
19
号
は
早
期
退
職
募
集

制
度
を
実
施
す
る
た
め
の
法
改

正
で
岐
阜
県
市
町
村
退
職
手
当

組
合
退
職
手
当
条
例
の
改
正
に

伴
い
制
定
す
る
も
の
で
全
会
一

致
で
可
決
。

◎�

議
案
第
20
号
は
非
常
勤
消
防
団

員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
で
全
会
一
致

で
可
決
。

◎�
議
案
第
21
号
は
消
防
長
及
び
消

防
署
長
の
資
格
を
定
め
る
条
例

で
消
防
組
織
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
新
た
に
制
定
す
る

も
の
で
全
会
一
致
で
可
決
。

◎�

議
案
第
23
号
は
飛
騨
市
ス
ポ

ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
改
正
で

飛
騨
市
羽
根
運
動
場
及
び
坂
巻

公
園
テ
ニ
ス
場
の
夜
間
照
明
設

備
撤
去
に
伴
い
使
用
時
間
を
改

正
す
る
も
の
で
全
会
一
致
で
可

決
。

　

産
業
常
任
委
員
会
報
告

　

産
業
常
任
委
員
会
の
こ
の
一
年

間
の
調
査
結
果
報
告
を
行
い
ま
す

が
、
管
内
・
管
外
視
察
に
つ
い
て

は「
議
会
だ
よ
り
」38
号
・
40
号
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
本
誌

で
は
割
愛
し
ま
す
。

　

７
月
22
日
と
８
月
28
日
に
市
内

の
企
業
訪
問
を
し
ま
し
た
。
工
場

内
の
視
察
後
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
各
々
の
企
業
が
抱
え
て

い
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
市
が
取

り
組
ん
で
協
力
で
き
る
こ
と
は
何

な
の
か
。
市
内
の
労
働
雇
用
や
活

性
化
に
対
す
る
課
題
が
多
く
あ

り
、
議
会
と
し
て
も
調
査
検
討
を

行
い
、
よ
り
良
い
政
策
提
言
活
動

に
繋
げ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
な
お
、
意
見
交
換
会
で
企

業
か
ら
示
さ
れ
た
提
言
等
に
対
し

て
は
、
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
各
社
に
回
答
を
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
特
定
課
題
調

査
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
当
委

員
会
で
は
特
定
課
題
と
し
て「
買

い
物
弱
者
対
策
」「
空
き
家
対
策
」

と
決
め
、
委
員
を
２
班
に
分
け
調

査
研
究
を
す
る
こ
と
に
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
班
で
独
自
の
調
査
研
究
を

行
い
、
そ
の
調
査
結
果
を
基
に
、

当
委
員
会
と
し
て
の
取
り
ま
と
め

◇�

和
光
園
は
入
園
者
が
減
少
し
て

い
る
の
で
、
指
定
管
理
料
を
協

議
し
変
更
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

ま
た
県
内
他
市
で
同
様
施
設
の

状
況
を
把
握
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
。

◇�

消
防
団
幹
部
の
方
と
の
意
見
交

換
会
で
は
消
防
団
員
の
減
少
及

び
操
法
訓
練
会
場
の
確
保
等
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇�

飛
騨
市
民
病
院
の
医
師
確
保
と

看
護
師
不
足
は
、
喫
緊
の
課
題

で
最
重
要
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
富
山
県
氷
見
市
民
病
院
の

視
察
も
し
た
。
そ
の
結
果
全
国

に
先
駆
け
て「
地
域
医
療
」の
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

◇�

若
者
を
中
心
と
し
た
結
婚
対
策

で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

積
極
的
取
組
み
で
結
果
を
出
さ

れ
て
お
り
、
更
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動

に
協
力
す
る
方
向
で
意
見
が
一

総
務
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

谷　

口　

充
希
子

産
業
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

高　

原　

邦　

子

を
行
い
ま
し
た
。「
買
い
物
弱
者
対

策
」に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
で
は

公
共
交
通
政
策
の
見
直
し
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
民
間
事
業

の
進
捗
推
移
を
更
に
加
え
て
研

究
す
る
必
要
性
が
あ
る
た
め
に
、

今
後
に
お
い
て
も
検
討
課
題
と
し

ま
し
た
。「
空
き
家
対
策
」に
つ
い

て
は
、
勉
強
会
と
し
て
委
員
全
員

を
対
象
に
し
て
７
月
30
日
に
㈱
柳

組
社
長
柳
七
郎
氏
ほ
か
２
名
を
講

師
と
し
て
招
聘
し
、
飛
騨
市
内
の

空
き
家
調
査
の
結
果
等
々
も
踏
ま

え
た
、現
実
の
飛
騨
市
の
姿
を
、将

来
の
姿
を
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る

問
題
点
を
、
改
善
策
を
学
び
ま
し

た
。
委
員
会
と
し
て
更
に
検
討
・

議
論
を
深
め
、
政
策
提
言
書
案
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
議
論
が
未
成
熟
で
あ
り
、
問

題
点
を
払
拭
で
き
ず
、
今
回
は
政

策
提
言
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
飛

委 

員 

会 

報 

告



飛
騨
市
誕
生
か
ら
十
一
年
目
を

迎
え
た
。
合
併
前
の
旧
町
村
か
ら

の
継
続
事
業
、
学
校
の
建
て
替
え

や
耐
震
化
工
事
、
ま
た
保
育
園
の

整
備
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
の

施
設
が
整
備
さ
れ
た
。
今
年
度
か

ら
始
ま
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

や
宮
川
振
興
事
務
所
等
が
整
備
さ

れ
る
と
、
市
内
の
大
型
事
業
は
ほ

ぼ
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
の
十
年
間
、
合
併
特
例
と
い

う
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
多
く
の

ハ
ー
ド
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。

一
方
こ
の
間
、
予
想
を
超
え
る

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、市
内

に
は
一
割
近
い
空
き
家
が
存
在
す

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
議
会
で
も

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
し
、そ
の
対

策
に
つ
い
て
政
策
提
言
を
目
指
し

て
き
た
が
、具
体
的
な
方
向
を
示
す

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
年
度
も

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、継
続
し
て

取
り
組
む
計
画
で
あ
る
。

今
議
会
に
お
い
て
会
派
を
超
え

と
り
ま
と
め
た
、
い
く
つ
か
の
議

員
発
議
案
件
が
可
決
さ
れ
た
。
多

く
の
課
題
に
つ
い
て
、
議
会
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

�

（
池
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寛
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）
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編
集
後
記

議
員
定
数
等
特
別
委
員
会

�

委
員
長　

後　

藤　

和　

正

騨
市
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
捉

え
、
引
き
続
き
調
査
検
討
と
詰
め

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
次
年
度

に
引
き
継
ぎ
を
し
ま
す
。

　

２
月
12
日
に
神
通
川
水
系
砂
防

工
事
事
務
所
の
所
長
・
副
所
長
よ

り
講
義
を
受
け
る
形
で
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。
大
正
初
期
に
開
設

さ
れ
た
神
通
川
水
系
砂
防
工
事
事

務
所
は
、
ま
も
な
く
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
先
人
た
ち
も
ま
た

災
害
等
に
苦
難
を
し
、
防
災
に
絶

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
現
在
の
治
山
・
治
水
が
な
さ

れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
の
飛

騨
市
の
安
心
・
安
全
・
防
災
に
つ

い
て
は
不
断
の
努
力
を
厭
わ
な
い

覚
悟
を
持
た
な
け
れ
ば
と
、
考
え

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
は
古
川
商
工
会
の
皆

さ
ん
と
飛
騨
古
川
活
性
化
に
向

け
て
の
懇
談
会
を
持
ち
ま
し
た
。

「
地
域
活
性
化
に
向
け
て
情
報
や

考
え
方
を
共
有
し
よ
う
」と
い
う

テ
ー
マ
で
率
直
な
意
見
交
換
会
が

で
き
ま
し
た
。
高
齢
化
率
の
高
ま

り
と
人
口
減
少
問
題
の
中
、
古
川

商
工
会
の
抱
え
て
い
る
諸
問
題
は

飛
騨
市
全
体
に
も
通
ず
る
も
の
で

あ
り
、
と
て
も
今
後
の
政
策
提
言

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
以
上
を

産
業
常
任
委
員
会
の
報
告
と
し
ま

す
。

　

視
察
調
査

　

当
市
よ
り
議
員
定
数
の
少
な
い

下
呂
市
、美
濃
市
、山
県
市
議
会
を

訪
問
し
、
各
議
会
の
議
員
定
数
の

経
緯
や
根
拠
、委
員
会
運
営
、議
員

報
酬
等
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
の
素
案

　

全
員
協
議
会
を
開
催
し
委
員
外

委
員
の
意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
会
派
で
議
員
定
数（
案
）を
取

り
ま
と
め
た
結
果
、
ひ
だ
市
政
ク

ラ
ブ
、
新
生
飛
政
会
と
も
に
14
名

で
し
た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
調
査
結
果
と
合
わ
せ

て
協
議
し
、
素
案
を
14
人
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

⑦
市
民
意
見
の
聴
取

　

そ
の
素
案
に
対
し
て
市
民
意
見

の
募
集
と
４
町
の
区
長
会
、自
治

会
協
議
会
等
に
意
見
の
取
り
ま
と

め
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
７
名

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
10
人
と
い
う
意
見
が

２
人
で
、
そ
の
他
に
議
員
定
数
11

人
、12
人
、13
人
以
下
、13
～
14
人
、

あ
ま
り
少
な
く
し
な
い
と
す
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
減
員
で
は
、

財
政
規
模
や
人
口
で
の
他
市
と
の

比
較
が
主
た
る
理
由
で
し
た
。

　

区
長
会
、
自
治
会
協
議
会
等
の

回
答
で
は
、古
川
町
か
ら
は
、定
数

の
削
減
と
議
長
採
決
が
な
い
偶
数

と
い
う
理
由
か
ら
素
案
に
賛
成
と

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

河
合
、
宮
川
、
神
岡
町
か
ら
は
、

地
域
ご
と
の
意
見
を
列
記
さ
れ
提

出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
素
案

に
対
し
て
各
町
と
も
賛
成
多
数
で

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
意
見
の
募
集
及
び

区
長
会
自
治
会
の
皆
様
に
は
、貴
重

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
意
見
と
回
答
書
は
、議
員
全

員
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
各
議

員
が
参
考
に
し
て
議
会
及
び
議
員

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

⑧
条
例
改
正
案
可
決

　

市
民
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
と
合
わ
せ
協
議
し
、

委
員
会
で
採
決
し
た
結
果
、
賛
成

多
数
で
次
回
選
挙
よ
り
14
名
と
す

る
こ
と
で
３
月
本
会
議
に
委
員
会

発
議
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
議
長
を
除
く
採
決

で
賛
成
15
人
、
反
対
１
人
で
同
条

例
改
正
案
は
可
決
し
ま
し
た
。

　

設
置
の
経
過

　

平
成
23
年
度
に
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
合
併
10
年
目

の
平
成
26
年
度
ま
で
に
議
員
定
数

を
見
直
す
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
基
づ
き
平
成
25
年
３
月

本
会
議
に
て
議
員
定
数
等
特
別
委

員
会（
９
人
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
目
的

　

議
員
定
数
等
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
を
目
的
と
す
る
。

参
考
資
料

県
内
各
市
の
議
員
定
数
、人
口
、

世
帯
数
、将
来
推
計
人
口
、高
齢

化
率
、面
積
、一
般
会
計
予
算
、

財
政
規
模
等
の
重
要
項
目
、常
任

委
員
会
定
数
、職
員
数
、議
員
報

酬
、議
員
年
齢
構
成
調
査
票
等
。

　

有
識
者
に
よ
る
研
修
会

　

帝
京
大
学
教
授
・
自
治
大
学
校

客
員
教
授
の
内
貴
滋
先
生
を
迎
え
、

研
修
会
を
開
催
。
ま
た
、
正
副
委
員

長
に
て
明
治
大
学
政
経
学
部
講
師

廣
瀬
和
彦
先
生
の
行
政
管
理
講
座

「
地
方
議
員
の
定
数
・
報
酬
等
の
考

え
方
」を
受
講
し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト

を
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
。


